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はじめに 

 

古来「西の伊勢参り、東の奥参り」と称され、一生に一度は伊勢神宮と共に出羽三山をも対で参拝を成し遂げたいとする風習（信仰）があって、出羽三山

に至る参詣道が開発、整備されて来ました。月山は日本百名山に選定され多くの登山者が訪れていますが、道の盛衰を繰り返しつつ現在に至っております。

最高峰月山を中心とし、ネームバリュー・認知度の側面においては、羽黒山エリア、湯殿山エリア、西川町においては志津温泉エリアがメジャーで、先行研

究や既存書籍本の内容もそちらに焦点を当てています。本件「高・清

フレンドリー古道」エリアは日陰の存在でありました。本報告書は、

従前はほとんど関心が寄せられなかったその「高・清フレンドリー古

道」エリアの文化遺産に陽光
ひ か り

を当てた記録であります。 2022(令和

４)年７月以降2023(令和５)年末までの、１年半の短期間のうちに、集

中的かつ精力的な地勢・史蹟等の調査活動により、従来、気付かれな

かった新しい魅力を発掘し、世に明らかにすることが出来ました。 

月
山 

対象域は上写真の囲んだエリア／寒河江市西根（国道 112 号）より撮影 
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出羽三山を取扱った学識者著述の書籍本は多数存在しています、また、当該
、、

エリア
、、、

の
、

栄枯盛衰をものが

たる郷土史的書籍として、Ⓐ原田一男著「月山登山案内」（山形山岳會・大正九年八月二十日初版発行）、

Ⓑ丸山茂著「神都 岩根澤之面影」（同刊行舎・昭和十五年十二月二十日発行）、Ⓒ井場英雄著「岩根沢も

のがたり」（岩根沢地区公民館・昭和五十一年十一月三日発行）の３冊などがあります。それらの著書の中

には地点名は記述されているものの、また、手書き地図に場所が記載されているものの総じて今の国土地

理院地形図上の記述はありません。また、当該
、、

エリア
、、、

に
、

係る具体的な石碑・石塔・墓石等の歴史的石造物

に触れた処、写真を掲載した処は皆無であります。また、地元の人達においてもほとんど認識されて来ま

せんでした。 

机上論を振り回すことなく、現地調査を徹底し、幾度となく現地に足を運び、現物との対面を踏まえて

記録した本書であります、本書の内容は、西川町史や前出３著書には、また、学者や識者の既販書籍本に

もまったくと言っても過言でないほど記載されていません、逆説的に言うと一部の地点名以外は、史蹟

（石造物）等のまったく新しい発掘・発見に至ったものであり、その記録に重点をおいて記述していま

す。既販書籍本に記載のネタの焼きなまし的加工内容ではありません！こうして、高清水通り、清川道共

にそれぞれ１年余りでこれほどの成果を収めることが出来ました。その成果の特徴を列挙すると次のとお

りです。 

  ①史蹟名称地を今の国土地理院地形図上に GPS 位置情報を以って特定したこと。 

②前出著書等に不記載の史蹟・旧蹟・石造物（墓石や石碑や石祠等）を新たに掘り起こしたこと。 

③それら石造物の碑文・銘文の刻字を活字化・解読し、新たな価値付け・意義付を図ったこと。 

  ④調査内容を踏まえ地形図と現地写真を織り込んで文書化を図り、全体的・体系的に整理したこと。 

  ⑤調査資源を個人所有に秘匿せず、販売目的とせず、公表・公開・共有化を図ったこと。 

関係有志は、より安全な登山道の道普請に注力しており、格段に歩き易くなったという声を聞き及んで

います、隣接県境をまたがない山形県内単独の日本百名山月山の風光明媚な自然に戯れ、歴史の悠久ロマ

ンと対面して知的活動を楽しんで下さるよう応援したく思っています。単なる月山登山ピークハントに供

する山道ではなく、今に遺る謎めく雰囲気が漂い精神文化を育む参詣道です、学習意欲をくすぐる不思議

な山道です、開放感の醍醐味を体感できる山頂です、新しい観光資源開発に至らしめたものと考えていま

す、そんな視点も持ちつつ、それぞれの好奇心ビームを照射しながら遊楽してください。 本調査報告書

の全体構成は下表のとおりです。 

構 成  件 名 

――― ① はじめに（導入部）  

記
載
氏
名
の
敬
称
は
省
略
す
る 

第１巻 ② 「高清水通り」 ダイジェスト版／報告書本体は作業中 

第２巻 ③ 「高・清フレンドリー古道（清川道主体）」ダイジェスト版／報告書本体は作業中 

第３巻 ④ 共
通 

Ⅰ部 山師（鉱山師や鉱夫）の熱い視線 

Ⅱ部 「月山・湯殿山 追分碑」 

Ⅲ部 「高・清直路古道」復元（旧道修復） 

Ⅳ部 「烏川不動滝×秘連古道」 

Ⅴ部 旧日月寺塔中本先達に残る遺品等 

Ⅵ部 「意味ある設置の方角」 

Ⅶ部 「横道」と「高・清フレンドリー古道」の使われ方 

Ⅷ部  “甦れ、魅惑の古道”『横道』復元化 

第４巻 ⑤ 「月山東南エリアにおける女性戒名墓石と女人結界の係りを考察」 

第５巻 ⑥ 案内マップ（２種類）；高清水通り案内マップ（完）／他の一つは作業中 

第６巻 ⑦ 共通的参考資料／作業中 

――― ⑧ おわりに  
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「高
たか

・清
きよ

フレンドリー古道」 対象エリア 

（
東
側
の
青
色
・
黒
色
・
桃
色
実
線
） 

岩
根
沢
口
、
岩
根
沢
三
山
神
社
か
ら
清
川
行
人
小
屋
ま
で
を
「
清
川
道
」 [

各
自
の
判
断
で
林
道
沿
い
の
空
き
地
に] 

（
西
側
の
赤
色
実
線
） 

本
道
寺
口
、
口
之
宮
湯
殿
山
神
社
か
ら
月
山
ま
で
を
「
高
清
水
通
り
」 

西川町本道寺 

口之宮湯殿山神社 

西川町岩根沢 
岩根沢三山神社 

(上
かみ

小
お

沼) 

清川行人小屋(無人) 

(月山) 小屋からは「東沢コース」 

烏川 
(唯一の渡渉点) 

ドータン通り 

清川道；烏川渡渉点から小

屋までの間に数個所、要緊

張のトラバースはあるが、

格別の危険個所はない。 

天
空
石
橋 

烏
川
不
動
滝 

「高清水小屋」跡 

「元
‧

高清水」 
九十六丁(石) 
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（なかみは別記） 


